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はじめに 

 

本マニュアルは、日本の観光地について効果的な英語解説文を制作するための、制作

会社（ライター・エディター）向けのマニュアルです。訪日外国人旅行者にそれぞれ

の観光スポットの魅力を伝えるには、解説が分かりやすく書かれていることが鍵にな

ります。 

 

日本の文化や歴史、自然、食について学ぶ体験が満足のいくものであれば、その外国

人旅行者は再び日本を訪れたり、友人に日本への旅行を勧めたりするでしょう。しか

し、現時点においては、訪日外国人旅行者に向けた解説は充分に整備されているとは

いいがたい状況にあります。本マニュアルの目的は、そうした解説文の制作に際し、

執筆方法や表記の統一的な基準を示すことによって、混乱を防ぎ執筆と編集の作業を

円滑に進めることです。本マニュアルに沿って制作を進めれば、ライターとエディタ

ーは日本の観光資源を外国人旅行者に魅力的に、かつ分かりやすく紹介することがで

きます。 

 

第 1部「英語の解説文制作の進め方」では、訪日外国人旅行者にとって魅力的で分

かりやすい英語解説文の制作の進め方を概説するとともに、各制作工程における実践

的な注意点をまとめています。第 2部の「スタイルガイドライン」では、この事業

において基準となるつづり、大文字、ハイフネーション、フォーマット等を示しまし

た。これらには、一般的な英語編集の専門的な基準、特に過去 50年以上にわたって

英語媒体で日本関連トピックの出版にたずさわってきたエディターたちの経験が反映

されており、日本全国の観光地についての解説文制作においてはこの信頼できる基準

を適用することが有効です。 

 

本マニュアルは、既存のガイドラインおよび英文編集における国際的な慣習に則って

作成されています。それぞれのセクションでは、訪日外国人旅行者のための解説文を

制作する上での主要な留意点が述べられています。本マニュアルの内容は、観光庁の

「地域観光資源の多言語解説整備支援事業」（以下「本事業」）における英語解説文

制作に特化したものです。本事業の対象ではない解説文の制作については、他の資料

および有識者の見解も参考にしてください。 

また、事業が継続する場合は、内容を変更する場合があります。 

 

世界中から日本を訪れる旅行者にとって分かりやすく魅力的な解説の整備に、ぜひ本

マニュアルをご活用ください。 
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第1部：英語の解説文制作の進め方 
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重要なポイント 

 

どの言語においても、文化財施設や国立公園などの観光拠点では、その場所

の歴史や背景を訪日外国人旅行者に理解しやすい形で伝えることが求められ

る。適切な情報を提供することは、訪れる人がそれぞれの観光拠点独自の文

化を理解する手助けとなる。本事業において訪日外国人旅行者に向けた解説

は、文法や表現が正しいだけでなく、理解しやすく、読み手の学びや感動を

深めるものでなくてはならない。 

そのような解説を制作するには、以下のポイントが重要である。 

 

1.日本人と訪日外国人旅行者の間にある、日本文化等についての知識や認識の

違いの理解 

日本人向けの日本語の解説文をそのまま英語に翻訳（すなわち直訳）するだ

けでは、意が伝わらない可能性がある。日本の歴史や文化について背景的な

知識を持っている日本人にとって容易に理解できる情報が、外国人旅行者に

とっても自然に理解できるとは限らない。収集した日本語の情報は、外国人

旅行者の関心の高いものからはじめ、そのうえで、日本の歴史と文化への理

解を補強する情報を加えるとよい。 

 

2.訪日外国人旅行者の興味・関心の把握 

訪日外国人旅行者の視点から、それぞれの観光資源におけるどのような特徴

が彼らの興味・関心を増進するような解説を制作することこそが、読み手に

とって本当に役立ち、魅力のある情報を提供することとなる。 

 

3.媒体特性の考慮 

解説文を掲載する媒体の用途、および長所と短所を理解し、媒体に応じた書

き方をする必要がある。(媒体の種類と特徴については、第 1部補足を参照)

。読みやすさ、見た目の統一性、聞き取りやすさに気を配る。（テキストを

副題で分ける、段落/インデントに一貫性を保つ、文を比較的短くする、修飾

句による開始を避ける）。 

 

4.品質の高い解説を制作するための専門人材の確保 

本事業で要求される特定のスタイルで、解説の執筆・編集・翻訳に必要な専

門性と経験を備えた人材の確保が重要である。（スタイルについては、以下

の「本事業の執筆ガイドライン」を参照）。また、日本語の情報を基に英語
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解説文が作成されるケースが多いため、ライターは、日本語のテキストを読

んだり翻訳したりした経験が必要で、日本での生活や仕事を通じて日本をよ

く知っており、その文化や社会を深く理解している必要がある。なお、媒体

化する際は、日本に関する執筆と出版における視覚的なデザインに詳しい人

材を起用し、解説の見やすさにも配慮することが望まれる。 

 

英語の解説文制作ステップ 

 

本事業が推奨する英語解説文の制作工程を制作側の立場からまとめると、以

下のとおりである。この工程の各ステップを踏まえながら、制作関係者がそ

れぞれの役割を果たしていけば、効率よく質の高い解説文を制作することが

できる。 

 
工程 タスク ポイント 

事前準備 Step 1 制作体制の構築 経験豊富な人材の起用 

Step 2 

整備対象の調整 整備対象施設・対象物の検

討 

想定アウトプット（媒体）

の選択 

取材 

Step 3 

観光資源の特徴や魅力の

把握 

地域の有識者や施設関係者

への取材 

資料や文献で整備対象候補

の調査 

執筆・編集 

Step 4 

整備対象物と制作方針の

決定 

解説文の想定ターゲット、

メッセージ内容、文章構成

などの確認 

Step 5 

解説文の執筆（以下の

Step 5の詳細な説明を参

照） 

スタイルマニュアルのガイ
ドラインを読み、執筆時は

そのルールに従う 

信頼できる事実に基づく情

報のみを記す 

Step 6 

編集ステージ 1*1  

適切な編集：情報の明確

さと読みやすさのために

書き直す。文を引き締め

て簡潔にする。エディタ

不要な語を省略する。客観

性と事実中心のスタイルを

保つ。ライターとやりとり

しながら事実を再確認する

。必要に応じて内容監修者

に問い合わせる 

                                                 

 

※1：各テキストを担当するエディターは、執筆ステージから最終的な納入ま

でのテキストの品質に責任を持つ。編集は、Step 6、12、14の 3段階で必要に

なる。 
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ー自身の日本に関する知

識と関連コンテンツに基

づいて事実と用語を確認

する 

Step 7 

文章とスタイルの推敲 

-ライターは編集に応じて

修正し、執筆をさらに改

善、洗練させる 

-エディターはライターの

クリーンアップを再確認

し、仮訳と地域のチェッ

クに対応する 

正確で読みやすく興味深い

解説を制作する 

予備のコピーエデ

ィティングチェッ

ク 

Step 8 

（オプシ

ョン） 

監修コピーエディターに

よるテキストの部分的な

チェック要求 

本事業に適した執筆スタイ

ル 

適切なコンテンツの構成と

取り扱い 

特定の問題への対応 

仮訳 

Step 9 

地域の関係者/レビュア

ーのためのテキスト翻訳 

日本語は英語からの翻訳で

あるため、日本語を母国語

とする人には不自然な場合

がある 

一回目の納入 Step 10 草稿の納入  

事実確認 

Step 11 

地域協議会による執筆内

容の確認 

地域と内容監修者が、事実

関係の正確性と地域の観光

促進戦略との適合性を確認

する 

修正 

 

Step 12 

編集ステージ2：制作会

社で問題点を解決。ライ

ターに修正したテキスト

を提示 

 

代替案の提示 

変更の必要がない場合、そ

の説明の提示 

校閲 

Step 13 

文章が所定の文体・表現

に沿っていることの確

認、可読性、文法・表記

が統一されているかなど

についてチェック 

書き直し・修正を行い、解

説文の品質と内容に関する

残された問題点を解決 

不明瞭な部分や過剰な詳細

など不適当な内容を指摘 

校正 

Step 14 

編集ステージ3：変更の

承認、指摘の解決、最終

校正、フォーマットチェ

ック、ファイルのクリー

ンアップ 

必要であれば、監修コピー

エディター（Step 13）に連

絡をとる 

校了 Step 15 原稿の最終化  

納品 Step 16 地域協議会へ原稿を納入  
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事前準備 

Step 1）制作体制の構築 

解説文制作にたずさわる人材は、対象となる観光拠点の価値や背景だけでな

く、日本の観光地や文化全般についても豊富な知識を持っている必要がある

。また、執筆言語（英語）に堪能であることも求められる。 

専門人材の

名称 

役割 人材要件 その他の基準 

ライター 

地域からの提供資料や現地

取材の中で、情報を取捨選

択し 旅行者視点による解

説文を新親に書き下ろす。 

提供された資料等を該当言

語に翻訳する作業とは異な

る。 

英語を 

母国語とする

人材 

・日本語資料を読むことがで

きる人材が望ましい 

・関連分野に詳しく、執筆の

経験が豊富であること 

・日本の観光地を海外にむけ

て PRした経験があること 

・日本語の情報を正しく理解

し、 英語に翻訳できること 

エディター 

ステージ 1：ライターと共

に現地取材を行い、ライタ

ーが書き下ろした解説文に

ついて、内容の正誤や適否

を確認しながら、より分か

りやすい解説文へ磨き上げ

を行う。（Step 6） 

 

ステージ 2：地域協議会か

らのフィードバックに応じ

てテキストを修正する。

（Step 11）。 

 

ステージ 3：Step 13のコピ

ーエディティングの修正を

確認し、問題を解決し、フ

ァイルをクリーンアップす

る。 

英語を 

母国語とする

人材 

・日本とその景観、文化、歴

史、社会に精通している 

・提供された日本語資料を読

むことができる人材が望まし

い 

・関連分野に詳しく、編集の

経験が豊富であること 

・日本の観光地を海外にむけ

て PRした経験があること 

内容監修者

＊1 

・テキストで扱われる地域

の内容に関する専門知識を

持つ専門家として、ライタ

・英語のテキ

ストを読んで

理解し、その

・対象整備物に対しての学識

有識者もしくは専門性のある

者（該当分野の著書がある
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ーとエディターに執筆の内

容に関するアドバイスを行

う。 

・ライター・エディターが

作成したテキストをチェッ

クし、内容と事実の正確さ

を確保する。人名、場所の

説明、（特殊な）日本語の

解説などのチェック。 

・より確かな深度の高い情

報をライターとエディター

が把握できるように、取材

時の同行を推奨する。 

※内容監修者は複数の起用

であってもよい。 

正確さを判断

する能力 

 

者、郷土史家、学芸員、教育

研究者等） 

※ただし、文化財分野につい

ては高い専門性が求められる

ため、実績等考慮し、慎重に

判断すること 

コピーエデ

ィター 

・JTA ライティング・スタ

イルマニュアルの第一部で

説明されているガイドライ

ンに従ってテキストが記述

され、読みやすく魅力的な

ものになるように編集す

る。ライター・エディター

が作成した解説文につい

て、文章が所定の文体、表

現に沿っていることの確

認、可読性、文法・表記の

統一、疑わしい記述がない

か確認を行う。 

英語を 

母国語とする

人材 

・文章の正しさ、一貫性、正

確性、完全性を担保する作業

に熟練していること 

校正者 

・ライター・ エディター

が作成した解説文につい

て、誤字脱字がないかを最

終確認する。 

英語を 

母国語とする

人材 

・対象言語が母国語であるこ

と 

・文章の誤字や脱字など、文

字の誤りを正す作業に熟練し

ていること 

ディレクタ

ー 

・地域と専門人材（ライタ

ー・エディター）の間に入

り、両者に認識の齟齬等が

英語に 

対応可能な人

材 

・事業の執行管理の経験が豊

富にあり、地域と専門人材と
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起きないように調整を行

う。 

のコミュニケーションを円滑

に行えること 

 

出典: Editors Canada, Professional Editorial Standards (2016). 

https://www.editors.ca/sites/default/files/pes -2016-formatted-for-web_0.pdf 

 

Step 2) 整備対象の調整 

制作体制が整い次第、地域協議会との取材に向けた打合せの実施を推奨す

る。事前に打合せをすることで、整備対象物を把握できること、地域におけ

る現状の課題や外国人旅行者の訪問状況等を確認できること、また、地域協

議会と制作会社および内容監修者が一同に介することで、関係者が同じ理解

と認識のもと、多言語整備を推進できる。取材調整から執筆・事実確認の工

程が比較的円滑になることが期待できる。 

 

1. 取材に向けた地域協議会との事前打合せ前までにしておく事項 

整備対象物の候補や該当地域に関するパンフレットや冊子、ウェブサイ

ト等を参照し、その分野に対して親和性や知識を高めておく。 

 

2. 事前打合せにおける確認事項 

● 媒体の選択 

制作する解説文が最大限に活用されるためには、媒体(解説板、ウェブ

サイト、パンフレット、音声ガイドなど)に応じて掲出するべき情報が

異なることから、想定媒体を確認する。（第 1部補足資料の「媒体の

種類と特徴」を参照。） 

 

● 地域の観光拠点における英語解説文整備の実践的なアドバイス 

 優先の高い整備対象物 ה

-訪日外国人旅行者がよく訪れているスポット 

-国宝・重要文化財等、文化的価値の高い対象物 

-ビジターセンターや展望台など、地域の観光スポットに関する総合

的な情報を提供する場所や施設 

-観光スポットにおいては、入り口などの主要ポイントや順路案内な

どに設置される解説板 

 既存の解説文がある場合 ה

日本人に向けた解説文を英語へ直訳したものになっていないかを確認 

既存の解説文とのスタイル・トーンを合わせる必要があるか確認 

https://www.editors.ca/sites/default/files/pes-2016-formatted-for-web_0.pdf
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地域に既にスタイルマニュアル等があるか確認 

 地域の観光戦略として周遊観光を促す場合 ה

観光スポットを個別に紹介するのではなく、地域全体を面的に整備 

 訪日外国人旅行者の視点の重要性 ה

それぞれの観光拠点が海外からの旅行者の目にどのように映るか、ま

た、外国人旅行者にとってその地域の最大の魅力は何なのかについ

て、地域の関係者の理解を促す。地域建築物等の修復に関する解説は

その類ではない。 

 

● 内容監修者について 

候補者の専門分野および実績を確認する。 

 

● 取材に向けた調整 

 取材日程および行程の計画 ה

 整備対象物を説明する対応者の確認 ה

 地域協議会への取材行程表の作成依頼 ה

 

取材 

STEP 3) 観光資源の特徴や魅力の把握 

● 整備対象物の情報収集 

ライターは現地の取材活動を通じて、整備対象物の情報収集を行うこ ה

とを原則とする。  

正確で有益な解説文制作のために、観光スポットの文化的価値と背景 ה

的情報を深く理解する。 

取材に際しては、整備対象物について重要かつ最新の情報を提供でき ה

る現地の有識者やガイド等の協力を得る。  

 

● 取材・インタビュー対応者例 

 

分野 取材・インタビュー対応者 

文化財 施設管理者、社寺関係者、学芸員、研究者、館長 

自然 自然保護官、研究者、地域認定ガイド 

観光 施設管理者、運営団体、地域認定ガイド 
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執筆・編集 

STEP 4) 整備対象物と制作方針の決定 

対象となる読み手を明確にイメージしながら、整備対象物を地域協議会とと

もに検討して決めていく。 

● 多言語解説整備をするに相応しい対象物 

ネイティブの視点から制作会社は、取材時に把握した整備対象物また

は地域の現状を鑑みた解説文の作成方針や改善点を地域へ伝える。 

 

● 整備対象から削除する対象物 

想定する訪日外国人旅行者が興味・関心を持つと考えづらいトピック

スについては、明確な理由を地域へ伝える。 

 

STEP 5) 解説文の執筆 

1. 執筆の基本方針 

● 対象となる読み手を明確にイメージする。このイメージと観光拠点が

想定する外国人旅行者像が合致することを観光拠点側の代表者に確認

する。 

● 読み手は英語のネイティブ話者とは限らないことを忘れないこと。文

章が読まれる媒体に留意 

● 想定する訪日外国人旅行者が興味関心を持つと考えられるトピックに

ついて文章を作成する。自分が対象となる読み手だったら何を興味深

いと感じるか想像し、取材で得た情報だけでなく、対象を深堀りす

る。 

 

2. 本事業の執筆ガイドライン 

情報を正確かつ明瞭に伝えることに主眼を置くこと。観光業界でよくみ

られる広告を目的とした口語的な表現や打ち解けた調子を用いた宣伝的

な文体は避ける。本事業で制作される解説文は長期間にわたって利用さ

れ、文化的背景と興味関心が様々な幅広い年齢層の読み手の目に触れる

ものとなる。 

 

● 全般的留意点 

文章の内容とスタイルを媒体特性に合わせる(第 ה 1部補足資料の「媒

体の種類と特徴」を参照)。 

第 ה 2部「スタイルガイドライン」参照。 
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● 文体と文調 

生彩に富みつつも平易で説明的な文体を用いる。余分な語を省き、必 ה

要な語のみで文を構成する。受動態より能動態で表す。過剰に複雑な

構文は避け、英語が第一言語ではない読み手にも読みやすく、また他

の言語への翻訳がしやすい解説文にする。 

感情的・主観的な表現を省き、客観的な表現を心がける。書き手の価 ה

値判断を伴う描写は避ける。 

 

例： 

不適切な例：The sight is so beautiful  that in 1990 the park’s cherry 

trees were selected as one of the “100 Best Spots for Cherry 

Blossoms” 

修正例：The park is one of Japan’s “100 Best Spots for Cherry 

Blossoms” 

不適切な例：The Mizuki Shigeru Museum is well -produced, with 

pleasant surprises at every turn. 

修正例： The Mizuki  Shigeru Museum honors the spirit and career 

of the artist with exhibits that inform —and often surprise. 

 

● 文調と適切な言い回し 

日本の政府機関の監修のもとで整備される解説文として、文章を作成 ה

する際は読み手を惹きつける文調を保ちつつ、フォーマルな文体を用

いる。 

口語表現（“X place boasts...,” “head for,” “the get-go,” “a hit with” な ה

ど）や略語は、英語を母国語としない読み手にとって分かりにくいこ

とがあるので、使用する際は注意する。 

過剰に使われがちな言葉（actually, incredible, worthwhile ה など）や陳

腐な表現（is home to; a stoneôs throw awayなど）に気をつける。 

 。排他的な表現（例：ñthe Japanese,ò ñlocalsò）に気をつける ה

二人称は慎重に用いる。“You”は読み手の関心をひき、特定の対象に ה

注意を向けさせるのに有効な場合があるが、過剰な使用はかえって気

が散ったり混乱を招いたりする。 

“You”の使用と読者に直接語りかける語法は、全ての読み手（視覚

障害者を含む）に対して配慮しつつ用いる必要がある。過剰に親しげ

で砕けた語調の文章は効果的ではない。 
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安全や文化的習慣に関わる指示（“Remove your shoes,” “Please be 

respectful of these sites” など）は例外。 

三人称の使用も検討の上で用いる。"people” や“they”は読み手が自分 ה

自身が当事者ではないように感じることがある。 

 

● 文章の組み立てと構文 

最初の段落では読み手の興味をひきつける必要がある。解説の対象を ה

生き生きと描き出すために、一語一語を有効に用いた文章となるよう

推敲を重ねる。 

 

 

 。修飾節を文頭に置くのは避ける ה

例（この例は前述の他の注意点にも通じる）： 

不適切な例：“Not previously known as a sightseeing spot, Omiya 

became a hit with visitors with the opening of Omiya Park in 1885.” 

修正例：Omiya first became popular with visitors in 1885, when 

Omiya Park opened. 

3. 外国人に馴染みのない日本語の名詞と用語 

日本語の言葉や名前を使う際は、読み手の理解を促す情報を補記する。 

例： 

hot-spring inn ( onsen ryokan) 

leading Western-style painter Kuroda Seiki (1866–1924) 

Waseda, the prestigious university founded in 1882,... 

 。英語と誤認しやすい言葉に注意する ה

例：タレント⇒TV personality,  

バイク⇒motorbike,  

ハンドル⇒steering wheel,  

洋蘭⇒tropical orchidまたは ñspecies of orchid developed in Europeò

（Western orchidではない） 

不自然でない限り英語の訳語を優先し、日本語のローマ字表記を括弧 ה

入りで添える。 

例：浄瑠璃⇒puppet theater (joruri )  
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日本語の語の対訳が長くなる場合は日本語を先にするのが良

い：kotatsu (a table equipped with a heating device) 

日本語の語は斜体（イタリック）にするか、または引用符で囲む。斜 ה

体と引用符を同時に用いることはしない。（第 2部「スタイルガイド

ライン」斜体の項目を参照） 

。文中に「注解的な説明」を自然に盛り込み、読み手の理解を促す ה

JAANUS、Kodansha Encyclopedia of Japanなど権威的な資料に用いら

れている注解表現を用いる。 

歴史上の人物について言及する場合は括弧で生没年を併記し、文章中 ה

の他の箇所で説明がない場合は人物についての簡単な説明を添える。 

例： 

Honda Seiroku (1866–1962), park and forestry expert poet Matsuo 

Basho (1644–1694) 

日本語の固有名詞に重要な意味が込められている場合は、文中で意味 ה

の部分を補足する。 

例：ñSango Yuntaku-Kan Visitor Center for the preservation of coral reefs.ò 

 

● 各媒体における執筆ガイドライン 

 看板 ה

100-250語程度 

各段落にはインデントを用いる。（段落間を一行空けることはしない） 

タイトルの下または空白の後の最初の行は左揃えにする。 

-外国人訪問者が現地で読むことを想定。 

-文化的・歴史的事実、および重要な背景的情報を文中に盛り込む。 

-訪問者の視線を付近のものに誘導するように情報を提示する。 

-まず、読み手の目の前にある建物、彫像等について説明する。それか

ら、背景を説明する。その後、周囲の建物や関連スポットについての情

報を付け加える。 

-時間的に前後するような説明は避ける。時系列に沿った解説が望ましい 

 

 ウェブサイトと電子看板 ה

文章量は場合によって異なる。長くなりすぎないように注意する。 

インデントは用いず、段落間は一行空ける。 

長いセクションは小見出しをつけて分割する。 
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-導入部は読み手に魅力を感じさせる必要がある。導入部ではまず観光地 

についての概要となぜその場所が重要なのかを伝え、その後アクセスな

どの詳細を述べる。 

-生き生きとした熱心な文章であっても良いが、表現が感情的・誇張にな

らないよう注意する。 

 

 印刷物 ה

文章量は場合によって異なる。書かれたものが印刷物の仕様に合わせ

て調整されることがある。 

各段落にはインデントを用いる。（段落間を一行空けることはしない） 

タイトルの下または空白の後の最初の行は左揃えにする。 

-現地で読まれるだけでなく、訪れる前や訪れた後にも読まれる可能性が

ある。 

-執筆対象の背景、見所、逸話、名産品、アクセス情報などを網羅する。 

 

 音声ガイド・AR（拡張現実）のスクリプト ה

長さは場合によって異なるが、各セクション（部分）は大抵 1分間分

に満たない。 

-日本語の言葉にマクロン（長音符）を使用し、ナレーターが正しく発

音できるように配慮する。 

-聞き手にとって聞き取りづらいまたは理解しづらい可能性がある言葉

は避ける。 

-聞き手の関心をひきそうな対象について解説する。 

-情報を付け加えることで分かりやすくなる説明がないか検討する。 

-原稿を見直す際は、実際に声に出して読んでみる。 

 

4. 執筆後のチェック 

● 解説文は想定する訪日外国人旅行者が尋ねそうな質問に答えている

か。 

● 解説文は想定する訪日外国人旅行者が興味関心を持ちそうな地形、歴

史的事実、動植物などの情報を盛り込んでいるか。 

● 解説文は想定する訪日外国人旅行者にとって重要な順に情報を提示し

ているか 

● 解説文は想定する訪日外国人旅行者が知らないかもしれない前提とな

る知識を説明しているか 
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● 解説文の情報は想定する訪日外国人旅行者の日本の歴史・文化への理

解を促すか 

● ファクトチェック 

ライターは、文中のすべての事実の正確性について、複数のソースを

用いて確認するとともに、使用した資料を記録しておく。 

 

※ファクトチェックは地域協議会および内容監修者の役割であり、記

載内容の責任を負っているが、ライターにおいても物事の事実を確

認した上で解説文に含めることが望まれる。執筆にあたり不明な点

等があった場合は、そのままにせずに内容監修者に問い合わせるこ

と。 

 

STEP 6) 編集ステージ 1 

1. 分かりやすさの追求 

エディターは、文章・情報・媒体との適合性の観点から解説文の品質をチェ

ックし、内容・構成・文体について改善案を提示するとともに解説文の内容

が明確で分かりやすいことを確認する。 

 

● 重要な検討事項 

内容が論理的に構成されているか (全体像→詳細、主要な情報→補足 ה

的な情報の順になっているか、時系列に沿った説明になっているか)

。解説文では数値関係の内容（例：距離、寸法、称号）は冒頭などで

目立つところにしないで、（形容詞的）参照情報として適切に文章の

中にいれる。 

文章の長さは適切か。優先度の高い情報を精選し、できるだけ少ない ה

語数に可能な限り多くの情報を凝縮する。 

一目で読み取れる簡単な文構造になっているか。冗長な文や複雑な文 ה

は避ける。 

文章が引き締まっているか。すべての語の必要性を確認する。反復や ה

不要な詳細、意味のない語などを削除する。名詞と動詞が主体である

英文を心がける。 

 。情報源は信頼できるか。他の資料で裏付けが取れるか ה

 。解説文は、対象地域の観光促進戦略に適ったものか ה

文章内の事実は正確なものか。例：人物情報、年代・日付、動植物の ה

名称、地名、寸法等の数値。 
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可能または有用と思われる場合は、現代のより身近な事象との脈絡が ה

つけられないかを考えてみる。 

観光庁解説看板文の重要なポイントのチェックリストについては、Step 

15 も参照。 

 

 

 

2. ファクトの再チェック 

解説文に記載される事実は何をおいてもまず正確でなければならない。エデ

ィターは、事実の記載情報が正確であるかどうか繰り返し確認すること。年

代・日付や人物、地名などに情報の齟齬がある場合は、必ずコンテンツアド

バイザー（内容監修者）に相談する。 

 

STEP 7) 文章とスタイルの推敲 

ライターは、エディターの修正および指摘に注意し考慮しながら解説文の質

を向上するよう努める。 

● 読みやすい文体であるか確認する。 

● 声に出して文章を読み、不自然、ないし、分かりにくい表現を見つけ

て直す。 

● 文章内のデータや数値をダブルチェックする。 

● 名前をダブルチェックする。 

● 単語やフレーズの表記がスタイルガイドラインに準拠していることを

確認する。 

● 誤字脱字がないか確認する。 

 

予備のコピーエディティングチェック 

STEP 8)コピーエディティングチェック（オプション） 

制作会社がテキスト制作のために新規にライターまたはエディターを採用し

た場合、仮訳および地域委員会のチェック前に、準備したテキストのサンプ

ルを監修コピーエディターがチェックすることが望ましい。コピーエディタ

ーは、スタイルをチェックし、適切な編集の例や、執筆およびコンテンツに

ついてのコメントを、参考のために提示して、テキストのさらなる編集を促

す。（たとえば、開始部分、読みやすさと流れ、コンテンツの構成、文法の

正確さ、スタイルガイドラインの順守）。このアドバイスは、文章が観光庁

解説看板文に必要なライティングとスタイルに準拠することを目的とする。 
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日本語への翻訳 

STEP 9) 仮訳 

地域の委員ために、テキストを日本語に翻訳する。名前と特定の用語を正確

な日本語で表現するように注意する必要がある。また、その際に英語の正確

性に関して問題がある場合は、ライターにそれを提示する必要がある。ライ

ターおよびエディターからの質問は、草案にコメント（日本語）として追加

される場合がある。 

 

一回目の納入 

STEP 10) 草稿の納入 

● 解説文制作チームは、できあがった原稿を、当該の地域協議会に提出

する。 

● 原稿は、コメントと修正を加えるのに適した形式にし、複雑なレイア

ウトを避け、PC/ Mac で互換性のあるシンプルなページ設定にする。 

 

事実確認 

STEP 11) 執筆内容の確認 

地域協議会と専門家である内容監修者が原稿をレビューし、文章内の事実が

正確であるか、解説文の内容が地域の観光促進戦略に沿っているかを確認す

る。地域委員会および内容監修者からのフィードバックの方法には現在、（1

）MS Word コメント機能を使用したマークアップおよび/または（2）解決す

べき問題、説明、提案するソリューション等を箇条書きにした観光庁ファク

トチェックシート（Excel）の使用がある。（ファクトチェックシートフォー

ムはこちらの観光庁サイトからダウンロード可能）。 

 

修正 

STEP 12)編集ステージ 2（地域協議会から提示された問題点への対応） 

● エディターは、上記のフィードバックを受け、指摘のあった点につい

て調整する。 

● 指摘事項について現状のままでよいと判断される点については、地域

協議会に対してその理由を説明する。必要に応じて監修コピーエディ

ターに相談し、解説文テキスト原稿を完成させる。 

● エディターは、確認とさらなる改良のために、修正されたテキストを

ライターに提示する。 

 



JTA Writing and Style Manual (FY2020改訂版)   

 

22 

校閲 

STEP 13) 文章が所定の文体・表現に沿っていることの確認、可読性、文法・

表記の統一がされているかなどについてチェック 

監修コピーエディターはテキストをレビューして、規定のスタイル、読み

やすさ、トーン、コンテンツの順守をチェックし、文法エラー、一貫性の

問題などを指し示す。本事業の基準に準拠していないテキストは、適切に

編集するために制作会社に返送される場合がある。 

 

 

校正 

STEP 14) 編集ステージ 3：変更の承認、指摘の解決、最終校正、フォーマッ

トチェック、ファイルのクリーンアップ 

制作チームに原稿が戻されたら、ライターまたはエディターは、変更箇所

を承認し、文章をさらに推敲し、残存するコピーエディターからの指摘に

対応し、段落をチェックし、最終化に向けて原稿を整える。 

注：「クリーンアップ」とは、すべての指摘を解決し、すべてのコメント

を削除することである。ファイルに二重スペースやその他の修正の跡がな

いことを確認し、ハイフンとダッシュの正しい使用をチェックし、各テキ

ストの媒体に合わせて段落をフォーマットすることなどが含まれる。 

 

校了 

STEP 15) 原稿の最終化 

原稿を所定の提出様式に収める 

 

納入前のレビューのための最終チェックリスト： 

1. 各テキストの冒頭は、魅力的で、伝えたいことがはっきりと書かれてい

て、ためになる情報が入っているか。 

2. テキストは自然かつ論理的で、読者が難なく内容についていけるか。 

3. なじみのない日本語の用語をつかうとき、賢明な判断に基づいているか。

その使用は目的地に初めて訪問する旅行者の助けとなる重要な用語に限定

する必要がある。 

4. テキストは学術目的ではない一般の読者向けに書かれているか。読んで楽

しい内容になっているか。 

5. 客観的なトーンで適度にフォーマルであり、くだけた口語的な表現や「誇

張」または宣伝表現は避けているか。 

6. 語彙はわかりやすく、英語を母国語としない読者にも通じるか。 
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7. ファクトが確認済みであるか。（単数形/複数形の区別、方位、記された

人物や事物の確認など）。 

8. 翻訳調な文章は十分に書き直されているか。 

9. 目的の媒体（ウェブ、パンフレットなど）に適したスタイルであるか。 

10. 残っている受動態、従属節構造、またはあいまいな言い回しは本当に必要

であるか。 

  



JTA Writing and Style Manual (FY2020改訂版)   

 

24 

第 1部：補足 
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媒体の種類と特徴 

解説文は使う媒体に合わせて書く。ライターは、読み手が情報に出会う方法

、タイミング、および媒体の種類を念頭に置き、より効果的な解説を提供す

るために文章のスタイルと内容を調整する必要がある。 

 

媒体の種類 対象者 特徴 留意点 
プロモーション 
映像  ̹ 来訪予定者  ̹ 視覚に訴える  ̹ 読み手の心に響く短いフレーズを選択する 

ウェブサイト Å 来訪予定者 

Å 全体像を把握できる 

Å 多くの情報を掲載でき

る 

 ̹ 来訪を促すために、興味を増進させる

ような物語や、魅力的なモデルコース

を紹介する解説文が求められる 

 ̹ 来訪前の閲覧者に対し、広い範囲の詳

細な情報を提供する 

 ̹ 現地の解説看板では足りない情報を

QR コード等でリンクさせることで補

うことが可能 

パンフレット 

Å 周遊コースや

全体像につい

て知りたい訪

問者 

Å ・携行でき持ち帰れる 

Å ・絵や写真とともに、

対象についての簡潔な

説明を掲載できる 

 ̹ 現地の解説看板では足りない情報を補

うことが可能 

 ̹ 各言語の読み手に合わせてレイアウト

を変えることが望ましい 

解説看板 Å 訪問者 
Å 目の前の観光資源につ

いて情報を提供する 
Å 各解説は 100～250語を目安にする 

音声ガイド 
Å 鑑賞しながら

解説を聴きた

い訪問者 

聴覚を通して情報が得

られる 

 ̹ 限られた時間に耳で聴くことを意識し

て、情報を詰め込みすぎない 

 ̹ 簡単な語彙と分かりやすい表現を用い

る 

 ̹ 書き言葉ではなく話し言葉で書く 

ガイドツアー 

Å ガイドによる

専門的解説を

聴きたい訪問

者 

Å 対象について、訪問者

の興味に合った説明を

提供できる 

Å ツアー参加者の国籍や特性、人数等、その

時の状況に応じた解説が必要 

図録 
 ̹ より専門的な

解説を知りた

い訪問者 

 ̹ ・リピーター 

 ̹ ・パンフレットより詳

しい知識を得ることが

できる 

 ̹ ・携行でき持ち帰れる 

 ̹ より歴史や美術に関する正確、且つ深い知

識が盛り込まれていることが望ましい 
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参考資料 

 

本マニュアルは、以下の資料を参考にして作成された。 

重要：本マニュアルの「スタイルガイドライン」の規定は、以下の資料で推奨されて

いる規定に優先する。 

 

 

観光庁(2014)：「観光立国実現に向けた多言語対応の改善・強化のためのガイドラ

イン」 

http://www.mlit.go.jp/common/001029742.pdf  

多言語での表記方法 

一般的なフレーズと表現の英語、中国語、韓国語対訳 

標識やサインのデザインと設置方法 

 

文化庁・観光庁(2016)：「文化財の英語解説のあり方について」

http://www.mlit.go.jp/common/001142178.pdf  

 

環境省(2017)：「多言語表記対訳語集」
https://www.env.go.jp/nature/park/tech_standards/14_4.pdf  

自然公園管理に関する用語全般 

標識や指示に使用される一般的な表現 

地名、案内、および解説の統一表記 

 

国土地理院(2016)：「地名等の英語表記規程」(Notation Rules for Place Names in 

English) (英語版： http://www.gsi.go.jp/common/000138865.pdf)  

自然遺産地域名 

住所表記 

施設・機関名等 

 

Dictionary by Merriam-Webster. 

https://www.merriam-webster.com/ 

 

University of Chicago Press (2017): The Chicago Manual of Style. 17th ed. 

https://www.chicagomanualofstyle.org/home.html 

 

Society of Writers, Editors, and Translators (2018): Japan Style Sheet. 

http://japanstylesheet.com/wp-

content/uploads/2018/12/JapanStyleSheet_3rdEdition_SWET.pdf 

 

Sophia University (2018): Monumenta Nipponica Style Sheet. 

http://dept.sophia.ac.jp/monumenta/pdf/MN-Style-Sheet_201809.pdf 

 

http://www.gsi.go.jp/common/000138865.pdf)
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Encyclopedia of Japan. 9 vols. Kodansha, 1983. 

 

Japan: An Illustrated Encyclopedia. 1 vol. Kodansha, 1993. 

 

JAANUS: online Dictionary of Japanese Architectural and Art Historical Terminology. 

http://www.aisf.or.jp/~jaanus/ 

 

Library of Congress: Romanization Guide for Japanese. 

https://www.loc.gov/catdir/cpso/romanization/japanese.pdf 

 

Editors Canada: Professional Editorial Standards 

https://www.editors.ca/publications/professional-editorial-standards-2016 
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第２部：スタイルガイドライン 
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使用辞書 

英語の単語のつづりとハイフンについてはMerriam -Webster dictionary（印刷

版またはオンライン版）を参照する。この辞書には、メートル法の単位の短

縮形一覧表など、ライターにとって有用なツールも付録されている。本事業

では、米国式英語のつづりを採用するが、観光拠点が英国式のつづりを指定

する場合はそれに従う。 

  Websterのオンライン版で、使用する日本語の言葉が英語の語彙として定

着しているか確認する。相当以前から tokonoma, torii, samurai, sumo, shoji, 

tatami, daimyo など多くの日本語の語彙が採録されており、最近では keiretsu, 

manga, anime, kamiなども加えられている。 

 

段落 

原稿のテキストはインデント、箇条書き、段落番号といった自動フォーマッ

ト機能を使わないシンプルな書式で整えること。Times、Times New 

Roman、Palatino など読みやすいフォントを用いる。原稿の段階では、テキ

ストはエディターとチェッカーにとって可能な限り読みやすいことが必要で

ある。また、フォーマット機能を使っていない原稿の方が、印刷物デザイン

ソフトに取り込む際により扱いやすい。 

• 看板とパンフレットのテキストは各段落にインデントを用いる（段落間を

一行空けることはしない）。またタイトルの下または空白の後の最初の行は

左揃えにする。 

 段落のインデントは 5mmの Tabに設定する。 

• 電子看板とウェブサイトのテキストは、インデントは用いず、段落間は一

行空ける。段落間の空白について特に言及することは不要。 

 

日本語のローマ字表記 

日本語のローマ字表記は最小限に留める。あえてローマ字表記する日本語

は、読み手の日本文化・歴史・建築物についての理解を促す役割を果たす必

要がある。表記には、日本語の発音に近く、国際的にも日本語の表記システ

ムとして最も広く受け入れられているヘボン式ローマ字を使用する。つづり
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や特殊な音については、Japan Style Sheetの表を参照。細かい疑問点を解決す

る資料としては、米国議会図書館のローマ字のページが詳しい。

https://www.loc.gov/catdir/cpso/romanization/japanese.pdf  

 

「ん」のローマ字表記 

“b”、“m”、 “p”の後の「ん」は、“m”ではなく“n”で表記する。一部の例外は

広く受け入れられているが、できるだけこの規則に準拠するように努める。 

 

通常 例外 

出版物 shuppanbutsu 昆布 kombu 

日本橋 Nihonbashi 天ぷら tempura (anglicized word) 

記念日 kinenbi 新聞 shimbun (例：Asahi Shimbunsha) 

 

音節を分けるアポストロフィの使用 

直後の音が“y”か母音の場合、「ん」の音節との間にアポストロフィ(’)を挿入

してもよい。 

Koizumi Junôichi, tanôi [unit], kinôen [no smoking]; 明治の森箕面 Meiji no Mori 

Minoôo [Meiji Memorial Forest, Minoôo] 

   

撥音「っ」 

抹茶（まっちゃ）“matcha”の場合のように、小さい「っ」の前に「ち」があ

るときは、詰まる音の部分を ccではなく tchとつづる。（例：具知安（くっち

ゃん）町 Kutchan-chǾ, [town of] Kutchan; 乙知志（おっちし）岬 Otchishi-misaki, 

Cape Otchishi） 

 

長音(下記の「長母音」を参照) 

 

長母音(マクロンと特殊なケース) 

英語の文章中、日本語のおお、おう、うう、しょう、しゅう等の長母音をロ

ーマ字で表記する際、マクロン（長音符）を使うかどうかは注意深く決める

必要がある。通常、マクロンの使用は長音を区別する必要があるかどうかに

依存する。 

https://www.loc.gov/catdir/cpso/romanization/japanese.pdf
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マクロン（長音符） 

2018 Style Manual においては、「原則として、人名や地名を含めて日本語の

ローマ字表記にはマクロンは使うべきではない」と定めている。 

本事業では、日本についてほとんど知識のない訪日外国人旅行者を想定し、

これらの旅行者が楽しむための解説文の制作を主眼においており、発音の区

別ができることは重要ではないと考えられる。 

ただし例外として、一部の歴史的・芸術的観光資源についての解説では、

訪問者がその場で楽しむ以上の知識を求めていることも考えられる。このよ

うな場合においては、発音の区別ができることは学ぶ体験による満足を得ら

れるため、長音符は読み手にとって有益であると言える。マクロンによって

日本語での正しい読み方が伝えられることは、提供する情報の質を高め、読

み手がその言葉を耳にする際やその言葉を使って質問したり自分の経験を話

したりする際に役に立つ。例外的にマクロンを使おうとする場合には、その

理由を注意深く検討するべきである。当然、恣意的な、または統一性を欠く

マクロンの使用は避ける。 

マクロンを用いる場合は、ファイルの最初に日本語でその旨を明記し、後の

工程で原稿を扱うエディターと媒体のデザインを担当するデザイナーがその表

記の方針に従えるようにすること。 

日本に関する学術的・専門的な出版物、また、一部の主要な美術館(ボスト

ン美術館、メトロポリタン美術館、大英博物館、ミホミュージアム)の日本作

品のコレクションについてのカタログや解説では、マクロンが広く使用され

ていることを補足しておく。 

 

特殊なケース 

「おお」の音を"oo"、"ou"、または "oh"とつづるのは時代遅れの印象を与え

る場合があるので、できれば避けるべきである。ただし、個人、地域協議会

、観光拠点などから、あえて特定のつづり(例えば、毛利Mohri 、安藤 Andoh

の姓など)を使いたいという希望があれば、例外として対処する。 

 

英語化されている日本語(国際的に知られている地名を含む) 

よく知られている地名(Tokyo、Kobe、Osaka、Hokkaido など)を含む、英語

化されている日本語の単語(Merriam -Webster’s Collegiate Dictionaryに記載

があることが基準)にはマクロンをつけない。 
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イタリック体と引用符 

文学・芸術作品の題名や、英語にとっての外国語の単語はイタリック体にす

る。引用符は文章内の単語を強調する際に使うが、イタリック体の語をさら

に引用符で囲まないようにする。固有名詞はイタリック体にしない。 

 

イタリック体 

英語にとっての外国語の単語 

Merriam -Webster’s Collegiate Dictionaryに載っていない日本語の単語はイタ

リック体にする。すでに多くの日本語由来の言葉が英語の一部となっており(

例：sushi, matcha, shogun, haikuなど。その他の日本語由来の英単語は Japan 

Style Sheetのリストを参照)、これらはイタリックにする必要はない。これら

以外については、日本をよく知っている人にはなじみのある言葉であっても

英語の単語として扱う (例：雲海 unkai, ñsea of cloudsò; 暖簾 noren, door curtain

など)。 

 

英語のみで意味が伝わる場合には、日本語の言葉を使う必要はない。あえて

日本語の言葉を紹介する際は、その単語をイタリック体にし、英語の対訳、

注釈、または逐語訳を添える。 

 

例： 

Sengoku period (1467ï1568) of constantly shifting alliances and rivalries among 

local warlord-led clans 

roji  (tea garden) or tea garden (roji ) 

hikite: decorative hikite finger-hold fittings of the fusuma panels; finger-holds 

(hikite) 

kaki (persimmon-colored) iron glaze 

raised door sill (chǾdai-gamae) 

kitchen (kuri) 

 

文学・芸術作品の題名 

作品の題名は、イタリック体にするか、The Chicago Manual of Styleに従って

引用符で囲む。 

 

例： 

Kojiki, the first written record in Japan 
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Oku no hosomichi (Narrow Road to the Deep North) or Narrow Road to the Deep 

North (Oku no hosomichi).  

注：『古事記』の例では、英語の補足部分が題名の（暫定的な）英語訳

であることを示している。もし作品の翻訳が英語で出版されているなら

、『奥の細道』の例に従い、英語の題名も原作の作品名と同様にイタリ

ック体で表記する。 

 

詩 

詩などの場合は、日本語の部分（日本語の読み表記）をイタリック体にし、

英語訳を併記すると良い。必要な区切りでインデント（行替え）を行う。 

 

原稿では、俳句や和歌は次のように記載する： 

 

natsukusa ya 

tsuwamono domo ga 

yume no ato 

 

The summer grasses— 

For many brave warriors 

The aftermath of dreams 

  

看板などの媒体で詩を記載する際は別のようなレイアウトも可能： 

 

natsukusa ya The summer grassesð 

tsuwamono domo ga For many brave warriors 

yume no ato The aftermath of dreams 

or 

natsukusa ya / tsuwamono domo ga / yume no ato (The summer grassesð/For many 

brave warriors/The aftermath of dreams) 

出典：Donald Keene, World Within Walls (Holt, Reinhart and Winston, 1976), p. 104. 

 

 

植物名 

植物の名前に関してはライターの判断で対象に適した表記を用いる。 



JTA Writing and Style Manual (FY2020改訂版)   

 

34 

可能な場合は、英語の植物名を使用する。日本語ないし/およびラテン語の名

称が理解の助けになる場合は英語名の後に括弧を付けて付記する。一般的な英

語の名称が（英語の辞書に）存在しない日本語の植物名を使用する場合、また

は意図的に日本語の名称を使用する場合は、イタリック体で書き、その後に英

語名(および、必要な場合はラテン名) を括弧内に書く。ラテン名は常に頭文字

を大文字にし、イタリック体で表記する。 

 

例： 

卯の花 unohana shrub (deutzia; Deutzia crenata) 

 

注：英語で対訳を付記する際、植物の名前に地名が含まれている場合は、その地

名部分の頭文字を大文字で表記する。 

 

例： 

車輪梅 Yeddo hawthorn 

 

 対象の文章において植物の詳細がどの程度重要であるかを考慮する。概説的

な文章中にあまりに詳細な植物の説明を入れると読みづらくなる。執筆対象の

植物について英語の対訳が存在するか調べる。 

 文脈によっては樹木や草花のラテン名は余分な情報となる場合がある。

（例：the statue is made of Japanese cypress; the fusuma are covered with 

designs of iris; the chest is made of paulownia wood） 

 

卯の花 unohana shrub (deutzia; Deutzia crenata) 

すすき susuki grass or silvergrass (miscanthus grass), or miscanthus grass (susuki), 

or eulalia grass (Miscanthus sinensis) 

ベニマツ benimatsu (Korean pine; Pinus koraiensis)  

榊 sakaki plant, (Cleyera japonica) 

ドウダンツツジ (dodan-tsutsuji; white enkianthus; Enkianthus perulatus) 

女郎花 ominaeshi (lit., ñmaidenflowerò; Patrinia scabiosifolia) 

aoi (futaba aoi): wild ginger or Japanese wild ginger [avoid the mistranslation 

ñhollyhock,ò which is tachi-aoi in Japanese] 

ginkyo (from Ch. yinxing)  use the closest English gloss: ginkgo [rather than 

gingko] 

Asian skunk cabbage (mizubasho) and Asian fawn lilies (katakuri) bloom along the 

course. 
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以下の場合には日本語名を補記することが役に立つ： 

• 対象の日本語名が文学や芸術の文脈でよく現れ、読み手が日本について学ぶ

上で知っていると役に立つ場合 

例： 

Asian skunk cabbage (mizubasho) and Asian fawn lilies (katakuri) bloom 

along the course. 

The building is known for the ingenious designs of the finger -holds (hikite ) on 

the fusuma and other interior furnishings.  

• 英語の注釈が対象の日本語名の実際の意味にそぐわない場合 

• 英語の注釈が長く扱いづらい場合 

 

引用符 

引用符には必ず勾玉型の一重引用符またはアポストロフィ（’）と二重引用符

（”）を用いること。 

引用符は、日本語のローマ字表記を強調するために使用できるが、イタリッ

ク体と同時に使用しない。引用符は、日本語の単語や文字をそのまま記載する

際に使う。 

 例： 

 Reference to the word ñmukusaò is moreover evidence that the gardenôs name was 

originally read ñMukusa no sonoò and not ñRikugien,ò the kango (漢語)  or 

Chinese-style reading usually given to it today.  

(出典： Daimyo Gardens by Shirahata Yozaburo, 2016, p. 124.) 

 It is polite to say ñItadakimasuò before beginning to eat. 

 

人物・施設の名称 

 

人名 

原則として、慣習に従い日本語の名前は苗字を先にする。日本国外で名前-苗字

の順で広く知られている人についてはこの限りではない。苗字をすべて大文字

にする表記方法は用いない。 

 

既出の日本語の名前を再度使う場合：苗字→名前の表記規則に加え、既出の人

名に言及する際は苗字ではなく名前を使うのが慣習である。特に以下のような

場合はこの慣習に従う： 
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1) 歴史上の人物（Toyotomi Hideyoshi→Hideyoshi; Sen Rikyū→Rikyū; 

Miyamoto Musashi→Musashi） 

2) 筆名や芸名（Natsume Soseki→Soseki; Mori Ogai→Ogai; Katsushika 

Hokusai→Hokusai） 

3) （しばしば屋号を持っていたり苗字がなく名前だけを持っていた）職人や

商人など代々続く家系を代表する明治時代より前の人物 

 

 

名前→苗字で広く認知されている人物 

村上春樹→Haruki Murakami  

草間彌生→Yayoi Kusama 

 

歴史上の人物 

徳川吉宗→Tokugawa Yoshimune 

細川ガラシャ→Hosokawa Gracia 

若松賤子→Wakamatsu Shizuko 

 

筆名、仮名、アーティスト名 

夏目漱石→Natsume Soseki 

森鴎外→Mori Ogai  

伊藤若冲→Ito Jakuchu 

 

 

施設、社名、ブランド 

一般に、各単語の頭文字のみを大文字にする。正式な名前がすべて大文字で表

記されている場合でも、つづりは変えず、頭文字だけを大文字にする。 

 

例： 

Hakuhinkan Toy Park 

Sango Yuntaku-Kan Visitor Center 

 

韓国と中国の人名 

韓国または中国の歴史上の人物の日本名を言及する際は、ローマ字で本来の読

み方を付記するよう努める。 

例： 
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観勒僧正 Kanroku Sōjō (Kr. Kwallŭk)  

鑑真 Ganjin (Ch. Jianzhen; 688–763) 

白楽天 Haku Rakuten (Ch. Bai Juyi or Letian; 772–846) 

 

芸術、芸能、工芸、宗教、思想、信仰などの流派または宗派 

 

絵画 

大和絵 Yamato-e  

日本画 Nihonga-->Japanese-style painting  

洋画 Yoga-->Western-style painting 

南画 Nanga-->Southern School painting 

 

芸能 

歌舞伎 Kabuki 

能 Noh 

雅楽 Gagaku 

 

思想・信仰 

国学 Kokugaku 

修験道 Shugendo 

 

建築様式 

禅宗様 Zenshuyo --> Zen-style 

唐様 Karayo -->Chinese-style 

和様 Wayo --> Japanese-style 

 

焼き物 [ローマ字表記で頭文字を大文字にし、"yaki"を使わない]  

大樋焼き Ohi ware 

楽焼き Raku ware 

 

漆器 [ローマ字表記で頭文字を大文字にし、"nuri" を使わない]  

輪島塗り Wajima ware; lacquered wood with makie (sprinkled metallic 

powder) decoration 

 

その他 
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肥後象嵌 Higo inlay  

 

大文字 

地名、固有名詞（寺院の名称や組織名など）、公式名称、施設などについては

、英語の場合と同様に頭文字を大文字にする (The Chicago Manual of Style お

よび Japan Style Sheetを参照)。 

注： 

・本堂、金堂、講堂などの寺院の建物は一般名詞だが、各寺院においてはそれ

ぞれの建物の名称として使われている場合があるので、固有名詞として扱う。 

・すべて大文字：企業団体、組織等の名称は、頭字語または略語でない限り、

すべて大文字で書くことはまれである。日本における「正式名称」がすべて大

文字の場合であっても、英語の文章を書く上ではその表記に従わないほうがよ

い。企業は独自の大文字のスタイルを決定する権利があるが、他の出版物にそ

のスタイルを押し付けることはできない。 

・prefecture, province が固有名詞として使用される場合、頭文字を大文字にす

る：Nagano Prefecture、Awa Province。複数の場合は The Chicago Manual of 

Styleに従う：Nagano and Gifu Prefectures 

 

暦と時代 

 

年代 

各時代がいつからいつまでだったかについては補足資料の「日本の歴史年表」

を参照。これらの年代は日本についての代表的な英語資料で使われているもの

であり、日本語の資料とはわずかに異なる場合がある。 

 

開始年と終了年、または生没年を示す:  

the warrior Minamoto no Aritsuna (1155ï1186)  

Kiyosu Yukiyasu (1901ï1975) 

Tayasu Munetake (1716ï1771)  

Taisho era (1912ï1926) 
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西暦の年代を使う；年号は文脈上必要な場合のみ言及する。 

「紀元前」／「紀元」の表記が必要な場合は、宗教的に中立的な表現である

BCE（“before the Common Era”）／CE（“of the Common Era”）を使用す

る。 

Jomon period (10,000ï300 BCE) 

Sengoku period (1467ï1568) 

 歴史上の人物については生没年を付記し、時代、歴史上の出来事、文化財指

定などについては西暦年を示す。 

 人物の生年が不明な場合は、(d. Xxxx)を使うか、大まかな時代を述べる（例. 

ñnineteenth-century figure....ò）生没年が不明な人物の時代が文脈上明らかな場合

はそれで十分である。 

 人物の没年が不明、またはその人物が存命中であり、かつ時代が文脈から明

らかでない場合は必要であれば(b. Xxxx)を使っても良い。 

 確定していない年代（例.Toyotomi Hideyoshi, 1537–1598 or 1538–1598）に

ついては対象となる観光拠点または地域協議会が指定する年代を使う。 

 一般的な時代については、海外の読者が簡単に認識できる区分または説明を

使用する。 

Judging by the use of nails in the structure, the Old Shimomura Family Residence was 

most likely constructed late in the Edo period (1603ï1867). 

ŸJudging by the use of nails in the structure, the Old Shimomura Family Residence 

was most likely constructed in the 1850s or 1860s. 

The business is no longer in operation but thrived throughout the Meiji era (1868ï1912) 

and in the early years of the Showa era (1927ï1989).  

ŸThe business thrived for more than seven decades from the mid-1800s to the 1930s. 

 

時代 

読み手は日本の時代区分と年号に馴染みが薄いと考えられる。読み手に解説文

の内容をしっかり伝えるために、対応する西暦年や世紀を併記すること。 
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本事業で用いる時代区分と年号については補足資料の「日本の歴史年表」を参

照。 

 

時代区分と年号 

本事業では、「時代」について、eraと period を次のように区別する。 

 Era(年号)：元禄、寛政、明治、平成などの時代区分 ה

 一部の年号は、芸術や文化の時代の区切りを示す。 

 ñBunka-Bunsei culture (1804ï1830)ò のように西暦年を併記する。 

 

Period（歴史上の区分)：一般的な時代区分。日本の場合、縄文・弥生から ה

近代・現代までの歴史の区分を指す。例えば、徳川時代(Tokugawa period, 

1603~1867)、江戸時代の美術史としての期間（Edo period, 1600～1868）

など。補足資料の年表を参照。（注：徳川時代は 1868年ではなく 1867年

までである） 

明治は ה eraだが 40数年続き、日本研究や日本史全般の分野では「period」

としても扱われている。年号は「era」が望ましいが、明治、大正、昭和な

ど（1868年以降）では、文脈に応じて「era」または「period」のいずれか

を使用できる。 

 

ハイフン、エンダッシュ、エムダッシュ 

ハイフンは、複数の単語をつなげて複合語にしたり、文章を読みやすくしたり

するために使用する。日本語の言葉や地名のより正確発音を促すためにも使う

ことができる。また、行の最後の単語を分割する場合にも使われる。 

 

ハイフン 

住所の表記 

行政区域、丁目、番地をハイフンでつなぐ。また、地名については地域の意味

的な区切り（特に接尾辞が行政的な区分を示すとき）にもハイフンを使用して

地名の接尾語を強調する。 

2-1-3 Kasumigaseki 

Iwado-Kita, Komae 
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地名の表記 

地名の最初か最後に地域の名称か東、西、南、北、上、中、下、新、旧、前、

元等のなどの地名に共通する接頭語・接尾語がある場合、ハイフンで分ける。

ハイフンの後の文字は大文字にする。 

 

安芸高田市 Aki -Takata    会津朝日岳 Mt. Aizu-Asahi 

西吾妻山 Mt. Nishi-Azuma ウコタキヌプリ Mt. Ukotaki-Nupuri 

 

注：陸前高田（Rikuzentakata）市など、ハイフンのないつづりを指定している一部の場所

ではその指定に従う。 

 

原則として、地名の後に市区町村（City、Town、Village）などの語を加えない

（「ボストンシティ」のように聞こえるため）。住所を表すこれらの語は行政

用語であり、地名の一部ではない。文中では、必要であれば ñthe city oféò、

ñthe town oféò 等の表現を地名の前に置く。長野県の長野市など、都道府県名

と都市名が同じ場合は文脈を考慮し表記を決める。一般的な文章においては、

地名の行政単位(-shi、 -ken、 -machi、 aza、 -cho)を含める必要はない。住

所については上記の住所の項を参照。 

 

国立公園の名前など、一部の地名は二つか三つの地域名の組み合わせをハイフ

ンでつなげるものもある(Towada-Hachimantai National Park、Fuji-Hakone-Izu 

National Parkなど)。各文書内で表記を統一すること。 

 

発音を容易にするためのハイフン 

数寄屋造り sukiya-zukuri; or sukiya style（建築様式） 

兜造り kabuto-zukuri; or kabuto style（屋根形式） 

五右衛門風呂 goemon-buro (cauldron bath) 

 

神仏の名前 

神の名称の英語表記にハイフンを使わない近年の傾向に従い、本スタイルガイ

ドでもハイフンを使わないことを推奨する。神道だけでなく、仏教や土着信仰

の神々についても同様（kami は Merriam -Websterのオンライン版に収録され

ており、英語としても使用可能)。 

天照大神 Amaterasu Omikami 

伊弉諾尊（イザナギノミコト）Izanagi no Mikoto 

十一面観音 Juichimen Kannon 
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寺社仏閣の名前 

寺と神社の建物には temple または hall を意味する接尾語がついている。表記

の統一のため、スペリングに子音が連続するかしないかに関わらず、これらの

接尾語の前にハイフンはつけない。 

東大寺 Todaiji  

平等院 Byodoin 

興徳院 Kotokuin  

釈迦堂 Shakado 

御影堂 Mieido 

 

施設・建造物の名称 

神々の名称と同様、固有名詞はハイフンなしで表記する。 

白玉之塔 Shiratama no To 

天岩戸 Ama no Iwato 

 

助詞の「の」は、“no” のように小文字にする。 

 

エンダッシュ(N dash)  

エンダッシュ (大文字 N の横幅のダッシュ) は、期間(1603–1867 など) ペー

ジ番号 (pp. 52–54 を参照) のように、数字や単語をつなげる際、および、等

価な二つのものの並列関係を示す際(例：the San DiegoïLas Vegas flight is on 

time; the history of JapanïU.S. relationship)に使う。 

 

 

エムダッシュ(M  dash) 

エムダッシュは、文の途中に情報を補足する際に使い、通常は文の流れを中断

する部分をはさむ形をとる。 

 

 ñAs you stroll through the cedar-lined trailðthe distant ñborrowed sceneryò 

spreading before you beyond the Back Gardenða rivulet gurgles companionably at 

your feet.ò 

 

His new jacketðhe bought it three days agoðis made of leather. 

The girlðshe is from Canadaðcan speak both French and English. 

Eleven studentsðor one-third of the classðcan speak Japanese. 
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注：エムダッシュで囲む部分をもつ文の構造は可能な限り避けること。エムダッシュの記

号は異なるシステム間でうまく表示されなかったり、しばしばハイフンと取り違えられた

りして文のニュアンスが失われてしまう。 

 

 

数と単位 
世紀はすべて sixth century, fifteenth century のようにアルファベットで表記す

る。 

1 から 9 までの数字、および、文の先頭にある数はアルファベットで表記す

る (The Chicago Manual of Style を参照)。 

例： 

Three temples, with a total of nine buildings, once stood on this mountain.  

One hundred ten candidates were accepted for the nine seats available. 

 

媒体に応じて適宜対応するが、一文の中に複数の数が出てくる場合や、その文

が作品や建築物の寸法について述べている場合は、アラビア数字を使うのが望

ましい。 

 例： 

 Ten temples, with a total of 32 buildings, once stood on this mountain.  

The stone base (tenshudai) for the unbuilt tower consists of two rectangles. The larger 

oneðmeasuring 46 meters north to south, 42 meters east to west, and 10 meters 

tallðwas for the tower itself, while the smaller one was for the entrance slope. 

 

  

  

序数 (順序や順番を表す数)についても、同様の原則を適用する。 

 例：the sixth abbot of Daitokuji; the 127th abbot of Daitokuji; the third -

largest temple in Kyoto; 300th anniversary of Arita ware 

 

数詞の表記には上付き文字を使用しないこと (Ἡ127th)  
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金額 
通貨記号（¥, $, £）を使う。 

価格や料金を表記する際は、1 から 9 までの数でも、アラビア数字を使用す

る。 

 

例：  

The entire estate was worth ¥8 million; the standard fee for geisha service is ¥25,000 

per hour; attendance fee ¥700 

 

 

寸法・距離 
日本で標準的に使われるメートル法に従う。 

・単位を短縮形で表記する場合、ピリオドはつけない。 

・タイトルと本文では meter, centimeter, millimeter, kilogram, kilometer, hectareな

ど、単位は省略せず表記する。キャプションや情報を補完する文章では省略形

を用いる。 

例： 

Its summit lies at an elevation of 1,159 meters, making it the second-

highest peak in the area after Mt. Kami-Hiruzen (1,202 m).  

The trail leading from the campground to the summit is 3.2 kilometers one 

way, and a round trip takes an average of three-and-a-half hours. 

・数値は 1 から 9 までの数を含め、すべてアラビア数字で表記する。 

・気温については温度記号と℃（Celsius）と使う。 

例：...when temperatures range from 15℃ to 25℃ at lower altitudes and 

from 5℃ to 15℃ at higher altitudes. Earlier in spring and later in autumn, 

temperatures can be more than 20 degrees lower than that. [082-Chubu-

Sangaku] 

 

媒体のスペースに応じて単位の短縮形を使用する。短縮形のリストは以下を参

照：https://en.wikipedia.org/wiki/International_System_of_Units 

 

よくある誤りと注意事項 
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アメリカ(国際)英語のつづりの規則にしたがう 

× centre   ƺ center 

× categorise ƺ categorize 

× metre     ƺ meter 

 

本事業における句読点の使い方 

括弧と句読点の位置関係 

〇 The soy-sauce ice cream is tasty as well (150 yen plus tax). 

× The soy-sauce ice cream is tasty as well (150 yen plus tax.) 

 

並列・列挙のカンマ（serial comma） 

例：Tours are available in the morning, afternoon, and evening. 

 

引用符と句読点 

ピリオドとコンマは引用符の内側に入れ、セミコロンとコロンは引用符の外側

に置く。 

例： 

The name of a shrine will often include the word ñjinja,ò but you will also see 

ñtaisha,ò ñjingu,ò ñgu,ò and ñmiya.ò 

And now some other dishes regarded as ñB-gradeò: gyoza, karǛraisu, and yakisoba. 

 

コロン 

上の例のとおり、コロンは、直前の語との間にはスペースを置かないが、直後

の語との間には半角一文字分のスペースを置く。(英語の文章中で日本語入力に

切り替えると、コロンや空白が全角サイズになってしまうので注意する。) 

 

語の反復 

英語においては文章が単調になるのを避けるため、幅広い表現を用いる。 

 

The beautiful Lake Shikotsu, the eighth largest lake fresh-water body in Japan, is 

located in a lake caldera formed after a massive eruption some 40,000 years ago.  

 

文脈から「日本」について言及していることが明らかな場合は、「日本」とい

う語を使いすぎないようにすること。 

 

「日本」という語の使い過ぎに注意 
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執筆対象の文脈が日本であることは明白であり、読み手もそれは承知してい

る。そこに生育する樹木や花は日本の樹木や花であり、「伝統工芸」は当然

「日本の」伝統工芸である。Japanese/Japan’sという語を使いすぎるとかえっ

て読みづらくなりテキストの品質が低下することがある。 

 

短縮形 

ウェブサイトのテキストを含むすべての文章でdon’tやhaven’tなどの短縮形

を使わないこと。 

 

 

二人称［第一部と重複］ 

二人称は慎重に用いる。“You”は読み手の関心をひき、特定の対象に注意を ה

向けさせるのに有効な場合があるが、過剰な使用はかえって気が散ったり

混乱を招いたりする。 

 “You”の使用と読者に直接語りかける語法は、全ての読み手（視覚障害者

を含む）に対して配慮しつつ用いる必要がある。過剰に親しげで砕けた語

調の文章は効果的ではない。 

 安全や文化的習慣に関わる指示（“Remove your shoes,” “Please be 

respectful of these sites” など）は例外。 

 

 

 

 

指定 

文化財や天然記念物などの指定について書く時は、“designated as”とは書か

ず、“designated a National Treasure” のように表現する。指定についてはタイ

トルや文頭で触れる必要はない。 

頭文字を大文字にすること: National Treasure, Important Cultural Property, 

Important Art Object, UNESCO World Heritage Site, Japan Heritage Site な

ど。 

指定年が分かり、それが読み手の理解を促す場合は指定年を付記する。  
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包摂的な表現を用いる 

文章中のジェンダー、エスニシティ、信仰などに関わる事柄の表現について配

慮すること。 

 

 

語彙選択 

平良家は Taira family、毛利氏はMohri family のように表記する。中世より前

の氏族に言及する場合を除き、“clan”は使わない。 

宿場町はハイフンを使わず post town と表記する。（ post-town、post-station

）とはしない。 

旅館は ryokan inn または traditional -style inn と表記する。（日本の宿泊施設で

あることは明らかなので、Japanese innとはしない。 

藩は local domain とする。（feudal domainの表記は避ける） 

側室は concubine ではなく consort 

将軍・幕府は Shognateではなく shogunate  

 

 

 

温泉の効能について書く時の注意 

温泉の効能について書く際は、科学的に検証済みの情報と経験的な知見を区別

するよう十分注意する必要がある。（例：“is believed to cure ailments,”などの

使用は控える） 

 

 

誇張と比較 

biggest、oldestなどの誇張に注意を払い、詳細（測定値など）で実体のある情

報に置き換える。 
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Gusuku such as Shuri Castle are great surviving monuments. 

ŸGusuku such as Shuri Castle are monuments to centuries of Ryukyu history. 

The Japanese garden has no equal in Hokkaido. 

ŸThe Japanese garden is designed especially for Hokkaido. 

Susa Jinja boasts ñSeven Wonders,ò including a well called Shionoi... 

ŸSusa Jinja is known for its legendary ñSeven Wonders,ò including a well called 

Shionoié 
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第２部：補足資料 

 

本補足資料の表や情報は、オンラインで利用可能な資料をもとに構成したもの
であり完全ではないので、あくまで参考資料として利用すること。 
 
注意 
本事業では、このマニュアルに示したスタイルガイドラインの表記ルールを正

とする。正式な英語の固有名詞が存在する場合はそれを使用する。例：国立科
学博物館（National Museum of Nature and Science）、帝国ホテル（Imperial 
Hotel）、東京大学（University of Tokyo ）など 
 また、本資料の表にある用語の使用例は、あくまで「例」であり、実際の制
作では、それぞれの文章の読みやすさと文脈に適した語彙選択が求められる。 
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ローマ字表 

日本語をヘボン式ローマ字で表記する際は、Japan Style Sheet のローマ字表を

参照。（japanstylesheet.comより入手可能） 
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神社仏閣 

 
名称 
本事業では、寺院や神社の名前を表記する際、～寺・～神社などの接尾語を含
む読み方をローマ字表記したものに、その接尾語自体の英語訳を添えることと
する。この表記方法を用いることにより、訪日外国人旅行者が訪問先の神社仏
閣の意味や呼び名を理解しやすくなる。 
 
次の表に示すように、日本語には寺院や神社を分類する呼称が複数ある。 
 

Temple: ～寺・～院 / shrine：～神社・～神宮・～大社 

 

日本語 ローマ字表記 英語対訳例 解説 

神社  

(じんじゃ) 

jinja  Shinto shrine shrine だけでも通じるが、「神聖な場所」と

いう意味であるため、初出時は “-jinja  

(Shinto shrine)” と補足を入れるとよい 

神宮  

(じんぐう) 

jingū Shinto shrine 訪日外国人旅行者が“jingu”の表音表記を理解

すると推測せず、初出時には、“Shinto 

shrine” のように説明を記載する 

天満宮 

(てんまんぐう) 

tenmangū Tenman shrine 天満（菅原道真）を祀る神社 

大社  

(たいしゃ) 

taisha (grand) shrine  神社と大社には明白な違いがないため、どち

らも対訳は “shrine” で足りる 

稲荷大社  

(いなりたいしゃ) 

inari taisha Inari shrine  五穀豊穣の神「稲荷神」を祀る神社 

寺  

(じ/てら） 

ji (tera)  temple 初出時は “temple” を付け加えると分かりや

すくなる。例えば、Kinkakuji Temple とあれ

ば、金閣寺が仏閣であることが一目でわかる 

～寺（てら）の場合は、対訳に置き換える方

が読み手にとって自然なこともある（例：清

水寺：Kiyomizudera→Kiyomizu Temple）   

院  

(いん) 

in temple 

 

注： 

神社の場合、固有名詞として ”jingu“ や ”jinja” ”taisha” 等を表記する際は、先頭文字を ה

大文字にする。ただし、日本語の文章をそのままローマ字表記する際は小文字のままでよ

い。 

  例：春日大社 Kasuga Taisha Shrine  ※引用の場合：”Kasuga taisha no kenchiku” 

 

  。寺院の場合、”ji” や ”in” ”gu”は、ハイフンをつけずに一語として表記 ה

  例：平等院 Byōdōin Temple 
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神社の施設・設備 

日本語 ローマ字表記 英語対訳例 備考 

社殿 
しゃでん 

shaden shrine building  
 

本殿 
ほんでん 

honden main sanctuary 
 

着到殿 
ちゃくとうでん 

chakutōden arrival hall 
 

幣殿 
へいでん 

heiden offering hall  
 

拝殿 
はいでん 

haiden worship hall  
 

本社 
ほんしゃ 

honsha main shrine 
 

末社 
まっしゃ 

massha subsidiary shrine 
 

奥宮 
おくのみや 

okunomiya inner shrine 
 

中宮祠 
ちゅうぐうし 

chūgūshi chūgūshi middle 
shrine 

 

鳥居 
とりい 

torii  gate 
 

石段 
せきだん 

sekidan stone step 
 

参道 
さんどう 

sandō approach 
 

手水舎 
ちょうずしゃ（ちょ
うずや、てみずや） 

chōzusha (chōzuya, 
temizuya) 

hand-washing 
fountain  

手水鉢、 ちょうずばち： 
water basin 

灯籠 
とうろう 

tōrō lantern 石灯籠、いしどうろう：stone 
lantern 
釣灯籠、つりどうろう：
hanging lantern 
万灯籠、まんとうろう：
lantern festival 

狛犬 
こまいぬ 

komainu Guardian figures, 
pairs of guardian 
shishi or legendary 
lions or other animals  

komainu は一般的に、神社の
入り口を守護する一対の石像を
指す。像は通常、口を開いた状
態と閉じた状態（昔は角があっ
た）の獅子（shishi）である。
二体は神社の前に鎮座する。他
の守護動物の対には、神の使者
であるキツネ、サルなどがある
（inari の場合はキツネ稲荷） 

絵馬 
えま 
 

ema votive tablet 
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柄杓 
ひしゃく 

hishaku ladle 
 

香炉 
こうろ 

kōro incense burner 
 

2 礼 2拍手 1礼 
にれいにはくしゅい
ちれい 

nirei nihakushu ichirei  lit., “two bows, two 
claps, and final bow” 

神社での一般的な参拝の作法 

賽銭箱 
さいせんばこ 

saisenbako offertory box 
 

御朱印 
ごしゅいん 

goshuin seal より具体的に”shrine seal”また
は”temple seal”とも書き分けら
れる 
御朱印帳：book for collection 
of (shrine/temple) seals  

御神輿 
おみこし 

omikoshi portable shrine 
 

 

日本の神様一覧(アルファベット順) 

日本語 ローマ字表記 英語対訳例 備考 

味耜高彦根命 

あじすきたかひこねの

みこと 

Ajisukitakahikone no 

Mikoto  

- 

 

天児屋根命 

あめのこやねのみこと 

Ame no Koyane no 

Mikoto  

the god of wisdom godを kami と置き換えるのも可 

天照大御神 

あまてらすおおみかみ 

Amaterasu Ōmikami - 

 

天押雲根命 

あめのおしくもねのみ

こと 

Ame no Oshikumone no 

Mikoto  

the god of water and 

purification  

godを kami と置き換えるのも可 

経津主命 

ふつぬしのみこと 

Futsunushi no Mikoto  the god of swords godを kami と置き換えるのも可 

比売神 

ひめがみ 

Himegami - 

 

大己貴命 

おおなむちのみこと 

Ōnamuchi no Mikoto - 

 

瀬織津姫 

せおりつひめ 

Seoritsuhime goddess of exorcism godを kami と置き換えるのも可 

須佐之男命 

すさのおのみこと 

Susanoo no Mikoto - 

 

武甕槌命 

たけみかづちのみこと 

 

Takemikazuchi no 

Mikoto  

the god of thunder godを kami と置き換えるのも可 
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田心姫命 

たごりひめのみこと 

Tagorihime no Mikoto  - 

 

豊受大御神 

とようけのおおみかみ 

Toyouke no Ōmikami - 

 

 

寺の施設・設備 

日本語 ローマ字表記 英語対訳例 備考 

山門 

さんもん 

sanmon main gate 
 

仁王門 

におうもん 

niomon gate of the guardian 

kings 

 

楼門 

ろうもん 

romon two-story gate 
 

本堂 

ほんどう 

hondo main hall 
 

講堂 

こうどう 

kodo lecture hall  
 

観音堂 

かんのんどう 

kannondo Kannondo hall 
 

阿弥陀堂 

あみだどう 

amidado Amidado hall 
 

金堂 

こんどう 

kondo main hall 
 

鐘楼 

しょうろう 

shoro bell tower 
 

宿坊 

しゅくぼう 

shukubo lodgings for pilgrims 

at a temple 

 

護摩・護摩祈祷 

ごま・ごまきとう 

goma/goma kito Goma fire ritual  
 

末寺 

まつじ 

matsuji subtemple 
 

総本山 

そうほんざん 

sohonzan head temple 
 

 

仏・菩薩 

仏教に関する説明にサンスクリット語が含まれることがあるが、本事業では文章の分かりやす

さを優先し、bodhisattvaなどの英語で広く使用されている語以外のサンスクリット語の専門用

語を使わないこととする。 

釈迦（the historical Buddha）の表記は Shakyamuni または Shakyamuni Buddhaとし、Shaka

とはしないこと 
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仏果は Buddhahood ではなく buddhahood（頭文字を小文字にする） 

日本語 ローマ字表記 英語対訳例 備考 

＜如来（にょらい）＞Nyorai Buddha 

阿弥陀如来 

あみだにょらい 

Amida Nyorai  Amida 

Amida (Amitabha) 

Buddha 

 

a celestial Buddha; Amida in 

Japan is a combination of 

the Buddha of Infinite Light 

(Amitabha) and the Buddha 

of Infinite Life (Amitayus), 

so caution should be 

exercised if adding the 

Sanskrit terms. 

大日如来 

だいにちにょらい 

Dainichi Nyorai  Dainichi Buddha 

Dainichi, the Cosmic 

Buddha 

 

the supreme deity of 

Esoteric Buddhism 

薬師如来 

やくしにょらい 

Yakushi Nyorai Buddha of Healing sometimes: buddha of 

medicine and healing 

＜菩薩（ぼさつ）＞ Bodhisattva 

地蔵菩薩 

じぞうぼさつ 

Jizo Bosatsu Jizo the savior of all sentient 

beings 

観音菩薩 

かんのんぼさつ 

Kannon Bosatsu Kannon Buddhist deity Kannon,  

bodhisattva of compassion 

avoid using ñsheò pronoun 

by workaround 

千手観音 

せんじゅかんのん 

Senju Kannon Thousand-Armed 

Kannon 

 

十一面観音 

じゅういちめんかんのん 

Juichimen Kannon Eleven-Faced Kannon 

Eleven-Headed Kannon 

 

弥勒菩薩 

みろくぼさつ 

Miroku Bosatsu Buddha of the future 

(Maitreya) 

 

日光菩薩 

にっこうぼさつ 

Nikk o Bosatsu Sunlight Bodhisattva 
 

月光菩薩 

がっこうぼさつ 

Gakko Bosatsu Moonlight Bodhisattva  
 

仁王 
におう 

Ni o Nio Bodhisattva Guardian king 

権現 

ごんげん 

Gongen the appearance of a 

Buddhist deity in the 

form of a Shinto deity  

jizo statue 

Jizo Bodhisattva 
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地蔵  

じぞう 

jizo jizo statue 

Jizo Bodhisattva 

guardian or roadside 

statue as principal image 

明王（みょうおう）Buddhist guardian king; Wisdom King 

不動明王 

ふどうみょうおう 

Fudo Myo-o Immovable Wisdom 

King 

fierce-looking deity 

believed to protect the 

faithful and to guide 

followers with the fierce 

love of a parent 

愛染明王 

あいぜんみょうおう 

Aizen Myo-o 
 

a wisdom king believed to 

control love, marriage, 

and household harmony 

 

その他信仰に関する用語 

日本語 ローマ字表記 英語対訳例 解説 
山岳信仰 
さんがくしんこう 

sangaku shinkō mountain asceticism 
 

修験道 

しゅげんどう 

Shugendo mountain religion; mountain 

asceticism; religion that 

combines aspects of Shinto, 

Buddhism, Taoism, and 

mountain asceticism 

 

霊山 
れいざん 

reizan sacred mountain 
sacred peak 

 

神仏習合 
しんぶつしゅうごう 

shinbutsu shugō fusion of Buddhism and Shinto 
 

六道 
ろくどう 

rokudo six states of existence 
 

陰陽 
いんよう 

in’yo yin and yang 
 

御嶽 
うたき 

utaki sacred site (in Okinawa) 
 

末法 

まっぽう 

mappo the end of the Law 

latter days of the Law 
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自然地名 

日本は山、峠、丘陵、高原、平野、岬、海岸、谷、川、小川、湿原など、北半

球の他の地域でもみられる地形をふんだんに備えた国である。それぞれの場所

の名称は異なるが、地形の分類には共通性があるため、通常は英語に対訳とな

る語が存在する。英語の自然地名は、訪日外国人旅行者が理解しやすく呼びや

すいことが重要である。 

 原則的に、自然地の英語表記は地名部分と地形部分で構成する。 

 荒川 Arakawa ­ Ara River 

筑波山 Tsukubasan ­ Mt. Tsukuba  

Mount.ではなくMt.を使う 

等々力渓谷 Todoroki Keikoku ­ Todoroki Ravine  

石見高原 Iwami Kōgen ­ Iwami Highland  

奥羽山脈 Ōu Sanmyaku ­ Ōu Mountain Range (or Ōu mountain range) 

白糠丘陵 Shiranuka Kyūryō ­ Shiranuka Hills 

関東平野 Kantō Heiya ­ Kantō Plain 

 

山岳 (-yama and -dake)  

Xxxxxyama: 大山や飯山（Ōyama, Iiyama）のように避けられない場合もあ

るが、～山の山の部分を省いてMt. Xxx のようにMt.を接頭辞にした短い

名称が望ましい。 

Mt. Fuji,  

Xxxxxdake: 場合によるが、 Kasagatake → Mt. Kasagatakeなど 

山岳名: 

権現岳 Mt. Gongendake 

七ツ岳 Mt. Nanatsudake 

父ヶ岳 Mt. Tetegatake 

京ノ岳 Mt. Kyonotake  

只狩山 Mt. Tadakariyama 

 

島名 

黒島 Kuroshima Island 

福江島 Fukue Island 

姫島 Himejima Island 
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峠 

釣瓶落峠 Tsurube-Otoshi Pass 

 

時々、地形部分の日本語を含む自然地名のローマ字表記が、それぞれの地域や

施設で慣例的に英語の名称として使われている場合がある。（秋吉台

Akiyoshidai Plateauの dai は plateauを意味する; 尾瀬ヶ原 Ozegahara Marsh

の hara [expanse] には marsh (湿原)の意味が含まれている）。“Akiyoshi 

Plain” 、“Oze Marsh”でも意味を伝えるには十分だが、関係者にとっては聞き

なれないため「正しい」とは感じられない。このような場合は都度検討し、ど

の名称を使うか決める。 



JTA Writing and Style Manual (FY2020改訂版)   

 

59 

日本の歴史年表 

時代/Political Periods  文化/Cultural Period  

原始/Prehistoric (Genshi)  

 

 縄文時代 
Jōmon period (10,000 
BCE–300 BCE) 

 

 弥生時代 
Yayoi period (300 BCE–
300 CE） 

 

 古墳時代 
Kofun period (Tumulus 
period; 25–552) 

古代/Ancient (Kodai)  

大和 Yamato period (300–710)   

  飛鳥時代 Asuka period (552–645) 

  白鳳文化 Hakuhō culture (645–710) 

奈良時代 Nara period (710–794) 天平文化 Tenpyō culture (710–794) 

平安時代 Heian period (794–1185) 
弘仁・貞
観文化 

Kōnin-Jōgan culture 
(794–894) 

  藤原時代 
Fujiwara period (897–
1185) 

中世/Medieval (Chūsei) 

鎌倉時代 Kamakura period (1185–1333)   

建武の新政 Kenmu Restoration (1333–1336) 北山文化 
Kitayama culture (1367–
1408) 

室町時代 
Muromachi  period (Ashikaga; 1136–
1573) 

東山文化 
Higashiyama culture 
(1449–1473) 

南北朝時代 
Nanbokuchō period or Northern and 
Southern Courts period (1336–1392) 

  

戦国時代 
Sengoku period (Warring States; 
1467–1568) [他の年代が使われる
こともある] 

  

近世/Early Modern Period (Kinsei)  (前近代とはしない) 

安土桃山時代 
Azuchi-Momoyama period (1568–
1603) 

桃山文化 Momoyama (1568–1600) 

江戸時代 Edo period (1603-1867) 元禄文化 
Genroku culture (1688–
1704) 
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  文化文明 
Bunka-Bunmei culture 
(1804–1829) 

近代/Modern Period (Kindai)  

明治時代 Meiji era (1868–1912)   

大正時代 Taishō era (1912–1926)   

昭和時代 (prewar) Shōwa era (1926–1945)   

現代/Contemporary Period (Gendai)  

昭和時代 (postwar) Shōwa era (1945–1989)   

平成時代 Heisei era (1989–2019)   

令和時代 Reiwa era (2019– )   

Japan Style Sheet. Society of Writers, Editors, and Translators, Tokyo (2020)をもとに作成 
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植物 
 日本語名称 ローマ字表記  

 マリモ  marimo 

 アカエゾマツ  Sakhalin spruce 

 ダケカンバ  Erman’s birch 

 ミズナラ  Japanese oak 

 ラワンブキ 
 Giant Japanese butterbur 

(Rawan-buki)      

 メアカンキンバイ  Meakan-kinbai 

 メアカンフスマ  Meakan-fusuma 

 チャーギ  Buddhist pine 

 テンナンショウ  jack-in-the-pulpit  

 ホオノキ 
Japanese bigleaf magnolia 

(hōnoki)  

 アオキ  Japanese aucuba (aoki) 

 ブナ  Japanese beech 

 キタゴヨウ 
Northern Japanese white 

pine (kitagoyō) 

 クバ  kuba  

 ケヤキ  zelkova 

 スタジイ  Castanopsis sieboldii 

 カシ  oak 

 シャリンバイ  Yeddo hawthorn 

 ツワブキ  Japanese silver leaf 

 ジングウツツジ  jingū-tsutsuji [azalea] 

 ツゲ  Japanese boxwood 

 カキツバタ  rabbit -ear iris 

 クチナシ  gardenia 

 ウバメガシ  ubame-gashi oak 

コバノミツバツツジ  kobanomitsuba azalea 

 ヤブツバキ  yabutsubaki camellia 

 ハマユウ 
giant crinum lily  

(Crinum asiaticum) 

 ハマボウ  hamabō 

 ヒジキ  hijiki seaweed 

 テングサ  agar seaweed 

 ツガ southern Japanese hemlock 

 ミヤマキリシマ  Miyama Kirishima azalea 

 ヒノキ  hinoki  cypress 

 カエデ  maple 

 ササユリ  bamboo lily 

 アマモ  eelgrass 

 砂ずりの藤  sunazuri no Fuji  

 ヤツシロソウ  clustered bellflower 

 クララ  kurara 

 松 (まつ)  pine 

 桐 (きり)  paulownia 

 茅 (かや)  kaya reed 

 ヒゴタイ  globe thistle 

 キスミレ  Oriental yellow violet  

 クロマツ  Japanese black pine 

 コナラ  konara oak 

 シラカシ  shirakashi  

 イチイガシ  ichiigashi 

 アカガシ  Japanese evergreen oak 

 クヌギ  Japanese chestnut oak 

 カシワ  daimyō oak 

 ススキ  susuki (eulalia grass) 

 イタドリ  Japanese knotweed 

 ヒサカキ  Japanese eurya 

 ヤシャブシ  Japanese green alder 

 アカマツ  red pine 

 モミ  momi fir  

 月桂樹  gekkeiju; Japanese bay 

 馬酔木  ashibi; Japanese andromeda 

 杉  sugi; cryptomeria 

 高山植物 
kozan shokubutsu; alpine 

plant 
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動物 

 日本語名称 ローマ字表記  

エゾシカ Yezo shika deer 

 エゾモモンガ  Siberian flying squirrel  

 クマゲラ  black woodpecker 

 オジロワシ  white-tailed eagle 

 オオハクチョウ  whooper swan 

 ニホンカモシカ  Japanese serow 

 コゲラ  Japanese pygmy woodpecker (kogera)  

 サシバ  grey-faced buzzard 

 アサギマダラ  chestnut tiger butterfly  

 イワツバメ  house martin 

 アカウミガメ  loggerhead turtle 

 カワウ  great cormorant 

 ミサゴ  osprey 

 ヒヌマイトトンボ  four-spot midget 

 シロチドリ  Kentish plover 

 ウミネコ  black-tailed gull  

 ガムシ  Hydrophilidae  

 ハネカクシ  rove beetle 

 ハッチョウトンボ  hacchou-tombo 

 スナメリ  finless porpoise 

 ホオジロ  bunting  

 ウグイス  fan-tailed warbler 

 オオジシギ  Latham’s snipe 

 ハイタカ  Japanese sparrow hawk 

 ノスリ  common buzzard 

 コミミズク  short-eared owl 

 アオゲラ  Japanese green woodpecker 

 カッコウ  cuckoo 

 クロツラヘラサギ  black-faced spoonbill 

 ケラマジカ  Kerama deer  
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食・食文化 

日本語名称 ローマ字表記 訳例 備考 

温泉饅頭 onsen manjū bean-jam buns sold at a hot spring resort  

笹寿司 sasazushi sushi wrapped in sasa bamboo leaves  

流しそうめん nagashi-sōmen “streaming” somen noodles  

麹 kōji kōji mold used for fermentation  

日本酒 nihonshu Sake (rice wine とは表現しない)  

天然酵母 tennen kōbo natural yeast  

和三盆 wasanbon fine-grained Japanese sugar  

和菓子 wagashi traditional Japanese sweets  

 

 

 

 

 

 


